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「組合員勘定制度発祥の地」 記念碑建立 除幕式
～組合員の経営と生活を支え、農協運動の理念を継承～

　

６
月
５
日
、
鶴
居
本
所
前
で
、「
組

合
員
勘
定
制
度
発
祥
の
地
」
記
念
碑
の

建
立
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
碑
は
、
㈱
Ｊ
Ａ
北
海
道
情

報
セ
ン
タ
ー
設
立
10
周
年
記
念
事
業
と

し
て
当
Ｊ
Ａ
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
が
10
年
を
迎
え
る
節
目
に
、

関
わ
り
が
深
い
ク
ミ
カ
ン
制
度
の
歴
史

を
た
ど
っ
た
と
こ
ろ
、
当
Ｊ
Ａ
の
前
身

「
鶴
居
村
主
畜
農
協
」
が
運
用
し
て
い
た

の
が「
仮
渡
金
勘
定
」で
、昭
和
34
年「
短

期
貸
越
勘
定
」
と
呼
称
を
改
め
た
事
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
時
の
釧

路
及
び
道
中
央
会
職
員
の
方
々
が
こ
の

貸
越
勘
定
を
検
討
、
紹
介
し
、
昭
和
36

年
に
「
組
合
員
勘
定
」
と
し
て
道
内
の

農
協
が
こ
の
制
度
を
採
用
し
て
き
た
経

緯
に
あ
り
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
小
野
寺
俊
幸
社
長
は
、

「
今
日
の
ク
ミ

カ
ン
制
度
の
礎

を
築
い
た
貴
組

合
、
当
時
の
鶴

居
村
主
畜
農
協

の
功
績
と
同
セ

ン
タ
ー
の
源
流

を
発
祥
の
地
で

あ
る
当
地
で
、

こ
の
よ
う
な
形

で
後
世
に
語
り

継
ぐ
べ
く
記
念
碑
を
建
立
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ク
ミ
カ
ン
制
度
を
振
り
返
っ

た
時
、
組
合
員
自
ら
が
作
成
し
た
営
農

計
画
書
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ａ
を
通
し
経
済

活
動
を
統
一
的
・
包
括
的
に
行
な
い
、

組
合
員
と
Ｊ
Ａ
が
お
互
い
に
経
営
内
容

を
把
握
す
る
制
度
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
今
日
の
ク
ミ
カ
ン
を
含
む
金
融
情

勢
等
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
変
革

期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

Ｊ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
等
一
体
と
な
り

努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
を
代
表
し
て
瀧
澤
会
長
は
、「
組

勘
発
祥
の
地
記
念
碑
を
建
立
頂
き
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
鶴
居
村
主
畜

農
協
、
当
時
の
北
村
義
和
組
合
長
の
発

想
が
多
く
を
占
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
で
始
め
た
事
が
Ｊ
Ａ
北
海
道
中

央
会
釧
路
支
所
で
注
目
頂
き
、
全
道
に

広
が
っ
て
い
く
中
で
、
当
時
そ
の
時
々

の
状
況
に
合
う
形
に
改
正
さ
れ
つ
つ
運

用
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
全

国
に
は
広
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
北
海

道
の
各
農
協
に
広
が
り
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
つ
つ
、
非
常
に
困
窮
す
る
組
合

員
の
経
営
と
生
活
を
支
え
、
農
協
本
来

の
農
協
運
動
の
理
念
に
か
な
っ
た
形
の

制
度
・
仕
組
み
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

鶴
居
村
主
畜
農
協
か
ら
鶴
居
村
農
協
、

そ
し
て
釧
路
丹
頂
農
協
と
な
る
経
過
の

中
で
、
乳
価
や
生
産
資
材
等
を
含
め
、

非
常
に
経
営
収
支
が
あ
わ
な
い
と
い
う

時
代
を
長
く
、
波
状
的
に
経
験
し
、
こ

の
ク
ミ
カ
ン
制
度
が
組
合
員
に
勇
気
と

希
望
を
与
え
つ
つ
経
営
の
継
続
を
図
れ

た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
こ
の
制
度
の
仕

組
み
、
生
産
体
系
・
体
制
等
を
し
っ
か

り
理
解
を
し
て
取
り
組
ん
で
頂
い
た
組

合
員
の
方
々
に
は
非
常
に
良
い
制
度
で

あ
り
ま
す
が
、
計
画
は
樹
立
し
た
も
の

の
計
画
倒
れ
と
な
っ
た
場
面
に
私
も
含

め
て
直
面
し
、
ず
い
ぶ
ん
と
経
験
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
事
も

含
め
良
い
面
・
悪
い
面
、
両
方
の
側
面

を
持
っ
た
制
度
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
酪
農
を
中
心
と
し
た

経
営
が
、
こ
の
ク
ミ
カ
ン
制
度
を
柱
と

し
安
定
的
な
運
用
と
更
に
意
欲
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
及
び
情

報
セ
ン
タ
ー
等
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
２
年
に
は
、
道
産
生

乳
と
し
て
初
の
道
外
輸
送
を
記
す
「
生

乳
の
道
外
輸
送
発
祥
之
碑
」
を
建
立
し

た
経
過
が
あ
り
、
色
々
な
意
味
で
先
進

の
気
概
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
農

業
酪
農
地
帯
で
あ
る
と
い
う
事
を
我
々

は
自
覚
を
持
ち
つ
つ
更
に
頑
張
っ
て
参

り
ま
し
ょ
う
。」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

瀧澤会長 小野寺社長
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６
月
９
日
、当
Ｊ
Ａ
青
年
部
・

女
性
部
は
鶴
居
村
教
育
委
員
会

で
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大
へ
と

繋
げ
る
た
め
、当
Ｊ
Ａ
管
轄（
鶴

居
村
、
白
糠
町
、
音
別
町
）
の

各
小
中
学
校
等
へ
よ
つ
葉
の
乳

製
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

松
下
雅
幸
部
長
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
対
し
、
学
校
教
育
関
係
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
非

常
に
厳
し
い
事
態
と
な
り
、
大

変
な
ご
心
労
で
あ
っ
た
と
お
察

し
致
し
ま
す
。
私
達
は
地
域
住

民
と
し
て
、
ま
た
保
護
者
の
１

人
と
し
て
一
刻
も
早
い
正
常
化

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
す
が
、
今
回
よ
う
や

青年部・女性部合同　乳製品の消費喚起
鶴居村・白糠町・音別町の各小中学校等へ
よつ葉の乳製品を贈呈!!

く
授
業
が
再
開
さ
れ
安
堵
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
達
、
酪
農
業
界
に
お
い
て

も
農
畜
産
物
の
消
費
減
少
が
懸

念
さ
れ
、
国
、
地
域
に
よ
っ
て

は
生
乳
を
や
む
を
え
ず
廃
棄
し

て
い
る
所
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
私
達

は
、
乳
製
品
の
消
費
を
喚
起
す

る
た
め
、
今
回
の
取
り
組
み
を

企
画
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
児

童
、
生
徒
、
教
職
員
の
皆
様
方

に
お
い
し
く
召
し
上
が
っ
て
頂

け
た
ら
幸
い
で
す
。」
と
挨
拶

が
あ
り
、
武
藤
和
江
部
長
か
ら

鶴
居
村
教
育
委
員
会
へ
寄
贈
品

（
よ
つ
葉
濃
厚
ヨ
ー
グ
ル
ト
）

の
目
録
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

贈呈された よつ葉 濃厚ヨーグルト
３種類（プレーン、ベリーミックス、もも）
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幌呂「合同会社 トイピリカ」ＴＭＲセンター 稼働

　

６
月
11
日
、
支
幌
呂
で
、
合

同
会
社
ト
イ
ピ
リ
カ
（
代
表
社

員 

松
井
俊
治
）
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
竣
工
式
が
執
り
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
活

用
し
、
昨
年
８
月
か
ら
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
、
６
月
か
ら
始

ま
っ
た
１
番
牧
草
収
穫
後
の
８

月
か
ら
構
成
員
７
戸
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ

を
供
給
し
、
本
格
稼
働
す
る
予

定
で
す
。

　

松
井
代
表
は
、「
多
く
の
方
々

か
ら
ご
協
力
頂
き
、
こ
の
場
を

も
っ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
ト
イ
ピ
リ
カ
と
い
う
名
前

の
も
と
、３
つ
の
経
営
理
念（
①

構
成
員
の
酪
農
経
営
を
豊
か
に

②
信
頼
関
係
の
充
実
③
地
域
社

会
貢
献
）
の
も
と
運
営
し
て
参

り
ま
す
。
良
質
粗
飼
料
を
確
保

し
供
給
す
る
事
で
、
１
キ
ロ
で

も
多
く
餌
を
食
べ
て
も
ら
い
、

１
キ
ロ
で
も
多
く
牛
乳
を
搾

り
、
牛
達
に
は
１
年
で
も
長
生

き
し
て
も
ら
え
る
経
営
を
目
指

し
て
我
々
は
頑
張
っ
て
い
く
所

存
で
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

挨拶する松井代表

24基のバンカーサイロ

飼料調整庫

合同会社　トイピリカ
ト　イ（ＴＯＹ）　　 →　土、畑
ピリカ（ＰＩＲＫＡ）→　良い、美しい、豊か

経営理念
○構成員のゆとりある酪農経営の実現
○当社内外の信頼関係の充実
○地域に根ざした活動による地域社会貢献

社名の由来
　良い土を作り、豊かな畑とすることで良質
な自給飼料を確保し、作業の効率化や、美し
い景観形成に努めることで、農業の有する多
面的機能も発揮しながら、豊かな農村風景の
維持と構成員の営農や生活を豊かにし、加え
て地域コミュニティの維持発展に努める。
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今
年
の
１
番
草
は
、
春
先
か
ら
穏
や

か
な
天
候
が
続
き
、
お
お
む
ね
順
調
な

生
育
で
あ
り
ま
し
た
が
、
収
穫
期
と
な

り
、恵
ま
れ
た
天
候
と
は
言
え
な
い
中
、

良
質
粗
飼
料
確
保
に
向
け
、
各
地
区
で

懸
命
な
作
業
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
天
候
が
回
復
し
、
実
り
多
い

豊
穣
の
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ

て
お
り
ま
す
。

4

1番草収穫作業
スタート!!

今回、幌呂地区の作業風景を

撮影させて頂きました（6/24撮影）



ぜひご覧ください
■ ちょっと一息に１杯の牛乳をごくごく
■ 毎日の食事のときに１杯の牛乳をごくごく
■ やっぱりお風呂あがりに１杯の牛乳をごくごく

くしろ丹頂ホームページ

釧路丹頂農業協同組合

牛乳ＰＲ動画
「ＭＩＬＫ」

公開しました！！

では
「 」ショート が見れます

ＪＡくしろ丹頂ホームページ
新着情報より

「 」ロング が見れます

写真が入ります

写真が入ります

くしろ丹頂 公式アカウント
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
は
、
分
娩
後

カ
ル
シ
ウ
ム
（
以
下
Ca
）
が
乳
汁
に

利
用
さ
れ
、
血
中
Ca
濃
度
が
低
下
す

る
こ
と
で
起
こ
る
代
謝
障
害
で
す
。

　

原
因
は
、
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
一
つ
に
乾
乳
期
の
Ca
給
与
と
制

限
を
適
正
に
行
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
分
娩
前
後
に
骨
か
ら
血
液
の
Ca

供
給
機
能
が
迅
速
に
働
か
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
は
他
の
周
産

期
疾
病
の
引
き
金
に
な
る
た
め
、
乾

乳
期
の
Ca
の
適
正
給
与
が
必
要
で
す

（
図
１
）。
そ
の
た
め
、
今
回
は
乾
乳

期
の
Ca
給
与
の
調
整
に
よ
る
周
産
期

疾
病
の
予
防
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

１　

乾
乳
後
期
の
Ca
制
限
給
与
と
は

　

乾
乳
後
期
の
Ca
制
限
給
与
と
は
、

分
娩
前
に
エ
サ
の
Ca
濃
度
を
意
図
的

に
低
く
す
る
こ
と
で
、
骨
か
ら
の
Ca

供
給
機
能
を
活
発
化
さ
せ
る
方
法
で

す
。
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

①
乾
乳
期
の
群
分
け

　

乾
乳
前
期
と
後
期
の
給
餌
内
容
を

変
え
る
た
め
、
乾
乳
牛
を
前
後
期
の

２
群
に
分
け
ま
す
。

②
乾
乳
前
期
に
Ca
を
蓄
積

  

乾
乳
前
期
は
Ca
資
材
の
給
与
に
よ

り
、
Ca
蓄
積
期
間
と
し
ま
す
。

③
乾
乳
後
期
に
Ca
を
制
限

　

乾
乳
後
期
は
Ca
資
材
の
給
与
を
止

め
、
Ca
を
制
限
し
ま
す
。

④
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス

　

Ca
と
Ｐ
、
Mg
と
Ｋ
の
バ
ラ
ン
ス
を

調
整
す
る
こ
と
で
、
分
娩
後
の
Ca
供

給
を
促
し
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン

ス
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
サ
設
計
さ
れ

る
際
の
参
考
に
し
て
下
さ
い（
表
１
）。

⑤
注
意
点

　

２
番
草
や
マ
メ
科
の
多
い
粗
飼
料

は
Ca
が
高
く
な
り
や
す
い
た
め
、
給

与
す
る
際
は
、
粗
飼
料
分
析
値
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
配
合
飼
料
は
Ca
が
低
く
、

Ｐ
が
高
い
乾
乳
用
配
合
飼
料
の
給
与

が
望
ま
し
い
で
す
。

２　

事
例
紹
介

　

Ａ
農
場
は
乾
乳
前
後
期
に
炭
カ
ル

を
飽
食
さ
せ
「
Ca
を
制
限
し
な
い
低

カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
対
策
」
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
飽
食
で
は
摂

取
量
に
個
体
差
が
出
て
し
ま
い
、
分

娩
後
の
低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
か
ら
の

第
四
胃
変
位
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
乾
乳
前
期
は
炭
カ
ル
の

飽
食
を
行
い
Ca
を
高
め
、
乾
乳
後
期

は
炭
カ
ル
の
飽
食
を
止
め
て
Ca
濃
度

の
低
い
乾
乳
用
配
合
飼
料
を
給
与
す

る
こ
と
で
、「
Ca
制
限
給
与
」
に
変

更
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
粗
飼
料
分

析
値
に
基
づ
き
、
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン

ス
に
注
意
し
て
飼
料
設
計
を
行
い
ま

し
た
。
例
え
ば
、
粗
飼
料
の
Ｋ
濃
度

が
高
い
場
合
、
積
極
的
に
Mg
を
給
与

す
る
等
を
行
っ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

　

ま
た
、
Ａ
農
場
は
Ca
制
限
給
与
だ

け
で
な
く
、「
過
密
に
し
な
い
」「
飼

槽
を
空
に
し
な
い
」
な
ど
、
お
腹
い

っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
に

し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　

そ
の
結
果
、
第
四
胃
変
位
の
疾
病

率
が
８
％
か
ら
１
％
と
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。

３　

最
後
に

　

Ca
制
限
給
与
は
事
例
に
示
し
た
以

外
に
も
、
農
場
の
飼
養
形
態
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

個
々
の
農
場
に
適
し
た
対
策
を
ご
検

討
の
際
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

相
談
下
さ
い
。

乾
乳
期
の
カ
ル
シ
ウ
ム

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
用
い
た

周
産
期
疾
病
の
予
防

図１ 低カルシウム血症から引き起こされる疾病
（D.Beed; Dairy Science Update OCT. 1996改変）

表１　乾乳期の飼料中の
　　　ミネラルバランス

表2　Ａ農場のCa制限給餌へ
変更後のミネラル濃度（DM％）

写真１　過密にせず、お腹いっぱい
食べられる環境　

乾乳前期 乾乳後期
（分娩前3週間）

Ca濃度
（DM%） 0.6～0.8 0.3～0.4

Ｐ濃度
（DM%） 0.3～0.4 0.4

Ca：P 2：1～
1：1 1以下：1

K濃度
（DM%） ー 1.3以下

Mg濃度
（DM%） ー 0.4～0.45

Mg：K ー 1：4

ミネラル 乾乳 
前期

乾乳 
後期

Ca 0.66 0.52

P 0.38 0.4

Mg 0.47 0.52

K 2.06 1.92

※�乾乳後期の対象は分娩
前３週間の牛
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環 境 省
厚生労働省
令和 年 月

新型コロナウイルス感染症に関する情報：
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html

熱中症に関する詳しい情報： https://www.wbgt.env.go.jp/

新型コロナウイルスの出現に伴い、感染防止の３つの基本である①身体的距離の確保、②マスクの着用、
③手洗いや、「３密（密集、密接、密閉）」を避ける等の「新しい生活様式」が求められています。このよ
うな「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイントは以下のとおりです。

「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント

１ 暑さを避けましょう

・エアコンを利用する等、部屋の温度を調整
・感染症予防のため、換気扇や窓開放によって換気を
確保しつつ、エアコンの温度設定をこまめに調整

・暑い日や時間帯は無理をしない
・涼しい服装にする
・急に暑くなった日等は特に注意する

３ こまめに水分補給しましょう

・のどが渇く前に水分補給
・ 日あたり１ ２リットルを目安に
・大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに

高齢者、子ども、障害者の方々は、熱中症になりやすいので十分に注意しましょう。３密
（密集、密接、密閉）を避けつつ、周囲の方からも積極的な声かけをお願いします。

４ 日頃から健康管理をしましょう

・日頃から体温測定、健康チェック
・体調が悪いと感じた時は、無理せず
自宅で静養

厚生労働省

５ 暑さに備えた体作りをしましょう

・暑くなり始めの時期から適度に運動を
・水分補給は忘れずに、無理のない範囲で
・「やや暑い環境」で「ややきつい」と
感じる強度で毎日 分程度

２ 適宜マスクをはずしましょう

・気温・湿度の高い中でのマスク着用は要注意
・屋外で人と十分な距離（２メートル以上）を確保で
きる場合には、マスクをはずす

・マスクを着用している時は、負荷のかかる作業や運
動を避け、周囲の人との距離を十分にとった上で、
適宜マスクをはずして休憩を

距離を十分にとる

7



「新しい生活様式」の実践例

（１）一人ひとりの基本的感染対策

移動に関する感染対策

□感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える。
□発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。接触確認アプリの活用も。
□地域の感染状況に注意する。

感染防止の３つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い

□人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける。
□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
□外出時や屋内でも会話をするとき、人との間隔が十分とれない場合は、症状がなくてもマスクを

着用する。ただし、夏場は、熱中症に十分注意する。
□家に帰ったらまず手や顔を洗う。

人混みの多い場所に行った後は、できるだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。
□手洗いは 秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用も可）。

※ 高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。

（２）日常生活を営む上での基本的生活様式

□まめに手洗い・手指消毒 □咳エチケットの徹底
□こまめに換気（エアコン併用で室温を ℃以下に） □身体的距離の確保
□ 「３密」の回避（密集、密接、密閉）
□一人ひとりの健康状態に応じた運動や食事、禁煙等、適切な生活習慣の理解・実行
□ 毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリせず自宅で療養

娯楽、スポーツ等

□公園はすいた時間、場所を選ぶ
□筋トレやヨガは、十分に人との間隔を
もしくは自宅で動画を活用

□ジョギングは少人数で
□すれ違うときは距離をとるマナー
□予約制を利用してゆったりと
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離かオンライン

食事

□持ち帰りや出前、デリバリーも
□屋外空間で気持ちよく
□大皿は避けて、料理は個々に
□対面ではなく横並びで座ろう
□料理に集中、おしゃべりは控えめに
□お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

買い物

□通販も利用
□１人または少人数ですいた時間に
□電子決済の利用
□計画をたてて素早く済ます
□サンプルなど展示品への接触は控えめに
□レジに並ぶときは、前後にスペース

公共交通機関の利用

□会話は控えめに
□混んでいる時間帯は避けて
□徒歩や自転車利用も併用する

（３）日常生活の各場面別の生活様式

イベント等への参加

□接触確認アプリの活用を
□発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

□テレワークやローテーション勤務 □時差通勤でゆったりと □ オフィスはひろびろと

□会議はオンライン □対面での打合せは換気とマスク

（４）働き方の新しいスタイル

※ 業種ごとの感染拡大予防ガイドラインは、関係団体が別途作成
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※Jミルクホームページより転載

9

　令和元年度に、ＪＡバンクの食農教育活動とし
て、「親子で学ぼう！あぐりキッチン教室」を全道
ＪＡの協力を受け、開催しました。その開催目的
は、子どもの農業に対する理解を深め、北海道
農業やＪＡ・ＪＡバンクのサポーター層を拡大する
ことにありました。
　先ごろ、農協観光の優績
ＪＡ表彰において、当活動が
地域の交流・活性化に寄与
したと認められ、地域交流部
門の優秀賞を受賞しました。

　新型コロナウイルスの影響で一時中止として
おりました人間ドックですが、すべての病院・
クリニックにて再開しました。
　一部でご利用いただけないオプション検査も
ございますが、感染対策の徹底を図っておりま
すので、安心して受診くださいますようお願い
します。

　令和２年度に道内各市町村の消防本部へ寄贈
する救急自動車が決定いたしました。救急自動
車の寄贈は、地域社会貢献活動の一環として、
昭和50年から毎年取り組んでおり、昨年度まで
に、延べ206台の救急自動車を道内各地の消防
本部へ寄贈しております。
　今年度は、上川北部消防事務組合消防本部中
川消防支署（中川町）、網走地区消防組合消防
本部大空消防署（大空町）、大雪消防組合消防
本部美瑛消防署（美瑛町）の３か所となります。
今後も行政とＪＡとの連携を図りながら、交通
事故の防止と被害者救済への取り組みを強化し
てまいります。

　ホクレンは、北海道日本ハムファイターズと共
同で展開している「北海道農業応援プロジェクト」
の一環として、同球団選手と道内生産者が交互に
メッセージを送り合う「キャッチボールトーク」動
画を制作、同プロジェクトの特設サイトに公開し
ました。登場しているのは、ＪＡ道青協の村田辰
徳会長、ＪＡ道女性協の青山伸子会長ら生産者と、
ファイターズの中島卓也、近藤健介両選手らそれ
ぞれ５人ずつで、新型コロ
ナウイルス対策や農作業、
トレーニング内容などに
ついて交互に語り、エー
ルを交換し合いました。

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介
します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ
イトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

　ＪＡグループ北海道では、４月中旬より中止しておりました「国産花き販売会」を、６月５日(金)
より感染防止対策に十分配慮した上で、札幌市北農ビル(札幌市中央区北４条西１丁目１番地)で再
開いたしました。
　新型コロナウイルスの感染拡大により、イベントや式典の中止が相次いでおり、国内の花き需要
は大幅に減少しています。そこで、ＪＡグループ北海道では「花
を贈って応援！みんなのよい花プロジェクト」と題して、「国産
花き販売会」の実施により、国内の花き農家を応援しております。
販売会は７月末までの毎週金曜日の開催を予定しております。
　ＪＡグループ職員のみならず、花が好きな方や花き農家を応援
してくださる方、ＪＡグループ北海道を応援してくださる方など、
たくさんのお客様にお越しいただいております。引き続き、是非
ご自宅にお花を飾り、花き農家を応援して参りましょう。

ホームページはこち
らです。どうぞご覧
ください。



※Jミルクホームページより転載

　

夏に食べたい栄養満点の牛乳豆腐
水割りしょうゆ（水１：しょうゆ１）を 習慣化すると
味覚が変わり、 減塩しやすくなります。

【作り方】
① 鍋にＡを合わせて溶き、中火にかける。フツフ
ツとしてきたら弱火にし、底をかき混ぜ、粘り
が出てひとまとまりになり、弾力が出るまで練
る。

② ①を水にくぐらせたバットに入れる。表面にも
水をはり冷蔵庫で冷やし固める。

③ Ｂを合わせてよく混ぜ、たれを作る。
④ 器に氷を入れ、②を大きめに切って盛り付け
る。薬味を添え、たれをかけていただく。

今月のミルク
レシピ

材　　料（２人分）
基本配合
Ａ　牛乳	 360ml	 Ｂ　しょうゆ	 小さじ１
　　かたくり粉	大さじ４	 水	 小さじ１
	 	 砂糖	 小さじ1／2
しょうが	 適量
刻みねぎ	 適量

MEMO
基本の配合に、刻んだ枝豆や かぼちゃの煮物をつ
ぶして混ぜれば色鮮やかに！
黒みつ＆きな粉やジャムをつけるとデザートに！

健
康
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
福
田
千
晶

脱
水
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

人
間
の
体
の
60
～
70
％
は
水
分
で
で
き
て

い
ま
す
。
こ
の
水
分
が
不
足
し
体
調
不
良
に

な
る
の
が
脱
水
症
で
す
。
暑
く
て
汗
が
出
る

と
体
か
ら
水
分
が
失
わ
れ
、
十
分
に
補
給
さ

れ
な
い
と
脱
水
症
に
な
り
ま
す
。
特
に
炎
天

下
で
の
農
作
業
な
ど
は
、
気
を
付
け
な
い
と

危
険
で
す
。

　

脱
水
症
が
起
き
る
と
、
目
ま
い
や
ふ
ら
つ

き
、
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま

す
。
涼
し
い
所
で
休
み
、
水
分
を
補
給
し
ま

す
。
塩
分
と
糖
分
を
含
ん
だ
経
口
補
水
液
や

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
も
お
薦
め
で
す
。
も
し

く
は
、
梅
干
し
と
麦
茶
、
塩
あ
め
と
水
な
ど

を
摂
取
し
ま
す
。
自
力
で
水
分
が
飲
め
な
い

と
き
や
、
け
い
れ
ん
や
意
識
が
も
う
ろ
う
と

す
る
な
ど
重
症
の
場
合
は
、
医
療
機
関
の
受

診
が
必
要
で
す
。

　

脱
水
症
は
熱
中
症
の
引
き
金
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
、
血
液
中
の
水
分
が
減
る
と
、
ド

ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
固
ま
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
血
の
塊
が
脳
の
血
管
に
詰
ま
る
と
脳
梗

塞
、
心
臓
の
血
管
に
詰
ま
る
と
心
筋
梗
塞
、

肺
で
詰
ま
る
と
肺
塞
（
そ
く
）
栓
に
な
り
ま

す
。
命
に
関
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

予
防
が
大
切
で
す
。

　

脱
水
症
の
予
防
で
大
切
な
の
は
、
も
ち
ろ

ん
水
分
補
給
で
す
。
水
分
と
一
緒
に
塩
分
な

ど
も
取
ら
な
い
と
体
内
で
水
分
を
保
持
で
き

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
朝
ご
飯
は
し
っ
か
り
食
べ

て
、食
事
か
ら
の
水
分
と
栄
養
、塩
分
も
取
っ

て
お
き
ま
す
。
汗
を
い
っ
ぱ
い
か
く
作
業
で

は
、
途
中
で
小
ま
め
に
水
分
や
塩
分
も
補
給

し
ま
す
。

　

高
齢
者
は
体
内
に
保
持
で
き
る
水
分
が
少

な
く
な
る
の
で
、
炎
天
下
な
ど
極
度
に
暑
い

所
だ
け
で
な
く
、
室
内
に
い
て
も
脱
水
症
は

起
き
る
の
で
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

暑
い
場
所
に
慣
れ
て
い
な
い
人
も
脱
水
症
に

な
り
や
す
い
の
で
、
屋
外
作
業
の
新
人
や
運

動
部
の
新
入
生
は
要
注
意
で
す
。
風
通
し
の

悪
い
倉
庫
や
体
育
館
で
の
作
業
や
運
動
、
炎

天
下
に
止
め
た
自
動
車
に
乗
っ
た
と
き
な
ど

も
、
か
な
り
汗
を
か
き
ま
す
か
ら
、
事
前
に

水
分
を
補
給
し
て
お
か
な
い
と
、
い
け
ま
せ

ん
。
ビ
ー
ル
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
は
利
尿
作
用

が
あ
り
排
尿
量
が
増
え
水
分
を
補
給
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
大
量
飲
酒
は
控
え
て
、
夕
食

時
や
入
浴
の
前
後
な
ど
は
麦
茶
や
水
な
ど
で

水
分
の
補
給
も
忘
れ
ず
に
。

家
族
の
健
康
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今回の答えは８月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取っていただき
各事務所へ提出してください。
《締め切り》2020年7月30日まで
　当選者の発表は8月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

６月号の答え

・つぶやきコーナー

・関根 政子 さん ・寺澤 蒼馬 さん ・岡田 章子 さんおめでとうございます!! 6月号の当選者

牧草の刈り取りが始まりますね、豊作で事故なく終ります様に!!皆さん
お身体大切にして下さい（Oさん）
新型コロナに負けないでスタッフの皆さん広報誌作りに頑張って下さい。
見るのを楽しみにしている人もいますよ。（コーチャンさん）
野菜の芽がを出し始めましたよ！毎日の天気晴適度の水（雨）のお
かげですね、牧草の時期にこの天気残して欲しいですね！！

（ニャンコバーバさん）
コロナに負けないで無観客で始まる野球、周りは草刈に挑戦ですネ、
がんばれ酪農のみなさんへ（Mさん）

　　　　　　　　　　　　　　　（ココ＆くろさん）
てまり花とたち藤が咲きました！とてもきれいでいやされてます。（Tさん）

1 てるてる坊主の数が違う　6 口の大きさが違う　7 ようじの長さが違う 
9 こぼれた量が違う　12 梅が1個多い

1 6 7 9 12

住所

氏名

電話番号

ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

ペンネーム（　　　　　　　　）

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

まちがいさがし ７月の答え

キ
リ
ト
リ
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氏　　名 新　　所　　属 旧　　所　　属
長谷川　　　隆 管 理 部 部長 管 理 部 部長兼融資審査課長
相　楽　孝　行 管 理 部 管理課長 管 理 部 管理課長兼融資審査課融資審査係長
久保田　幸　彦 管 理 部 管理課企画管理係長兼融資審査課融資審査係長 管 理 部 管理課企画管理係長
丹　羽　　　満 金融共済部 部長兼本店共済課長 金融共済部 部長兼共済課長
髙　田　栄　子 金融共済部 本店金融課長 金融共済部 金融課長
北　川　和　美 金融共済部 本店金融課金融係 金融共済部 金融課金融係
鈴　木　久美子 金融共済部 本店金融課金融係 金融共済部 金融課金融係
山　本　雅　代 金融共済部 本店金融課金融係 購 買 部 生活課生活係
不　藤　佑希菜 金融共済部 本店金融課金融係 金融共済部 金融課金融係
八木澤　祐　樹 金融共済部 本店融資課長 金融共済部 融資課長
髙　井　佳　美 金融共済部 本店融資課融資係長 金融共済部 融資課融資係長
野々村　典　亮 金融共済部 本店共済課共済推進係長 音 別 支 所 営農課営農係長
藤　原　静　雄 金融共済部 本店共済課共済係長 金融共済部 共済課共済係
門　脇　ちか子 金融共済部 本店共済課共済係兼共済推進係 金融共済部 共済課共済係
山　村　正　幸 金融共済部 幌呂支店金融共済課長 幌 呂 支 所 金融共済課長
松　原　洋　子 金融共済部 幌呂支店金融共済課金融共済係 幌 呂 支 所 金融共済課金融共済係兼総務係
金　森　彰　美 金融共済部 幌呂支店金融共済課金融共済係 幌 呂 支 所 金融共済課金融共済係
矢　部　哲　也 金融共済部 白糠支店金融共済課長 白 糠 支 所 金融共済課長
池　田　直　哉 金融共済部 白糠支店金融共済課融資係長兼金融共済係長 白 糠 支 所 金融共済課金融共済係長
手　塚　　　恵 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係兼総務係 白 糠 支 所 金融共済課金融共済係兼総務係
門　　　彩　夏 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係 白 糠 支 所 金融共済課金融共済係
長　屋　快　斗 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係 白 糠 支 所 金融共済課金融共済係
八　木　優　紀 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係 白 糠 支 所 金融共済課金融共済係
今　野　佳　奈 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係 白 糠 支 所 金融共済課金融共済係
石　井　公　道 金融共済部 音別支店金融共済課長 音 別 支 所 金融共済課長兼総務係
北　村　千　春 金融共済部 音別支店金融共済課金融共済係 音 別 支 所 金融共済課金融共済係
村　上　千　春 金融共済部 音別支店金融共済課金融共済係 音 別 支 所 金融共済課金融共済係
春　日　　　守 営 農 部 部長 音 別 支 所 支所長兼購買課長兼燃料課長
鈴　木　英　智 営 農 部 農業振興課長兼農業振興係長 営 農 部 農業振興課農業振興係長
西　塚　悠　人 営 農 部 農業振興課農業振興係 営 農 部 営農相談課営農相談係
増　川　純　仁 営 農 部 農業支援課長兼管理部融資審査課長 営 農 部 農業振興課長
高　橋　　　綾 営 農 部 農業支援課農業支援係長 営 農 部 農業振興課農業支援係長
吉　河　太　成 営 農 部 農業支援課農業支援係 営 農 部 農業振興課農業支援係
小野村　　　大 営 農 部 農業支援課農業支援係 営 農 部 農業振興課農業支援係
村　井　海　渡 営 農 部 営農相談課営農相談係 白 糠 支 所 金融共済課金融共済係
手　塚　裕　明 営 農 部 白糠営農課長 白 糠 支 所 営農課長
髙　野　明　徳 営 農 部 白糠営農課営農相談係長兼農業振興・支援係長 白 糠 支 所 営農課営農係長

辻　野　忠　志 営 農 部 白糠営農課農業振興・支援係兼営農相談係
兼音白ヘルパー・乳検組合合同事務局準備室係 白 糠 支 所 営農課営農係

眞　鍋　隆　宏 営 農 部 白糠営農課農業振興・支援係兼営農相談係
兼音白ヘルパー・乳検組合合同事務局準備室係 白 糠 支 所 営農課営農係

大　石　雅　明 営 農 部 音別営農課長
兼音別地区乳牛検定運営委員会事務局長 音 別 支 所 営農課長

野々村　峻　彦 営 農 部 音別営農課営農相談係長兼農業振興・支援係長
兼音白ヘルパー・乳検組合合同事務局準備室係 白 糠 支 所 販売課販売係長

松　本　典　子 営 農 部 音別営農課営農相談係兼農業振興・支援係 音 別 支 所 営農課営農係

髙　野　早　苗 営 農 部
音別営農課音別地区乳牛検定運営委員会事務局
兼農業振興・支援係兼音白ヘルパー・乳検組合
合同事務局準備室係

音 別 支 所 営農課営農係

辞　令　発　令 （令和2年6月15日付）
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氏　　名 新　　所　　属 旧　　所　　属
遠　藤　悠　人 営 農 部 音別営農課農業振興・支援係兼営農相談係 購 買 部 燃料課鶴居給油所係
石　渡　正　志 営 農 部 音白へルパー・乳検組合合同事務局準備室長 白 糠 支 所 支所長兼購買課長
安　藤　隆　幸 畜産生産部 部長 畜産生産部 部長兼幌呂支所長兼牧場課長
海　田　　　治 畜産生産部 家畜改良課長 白 糠 支 所 家畜改良課長
吉　田　　　剛 畜産生産部 家畜改良課考査役 畜産生産部 家畜改良課長
菅　田　喜　之 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長（鶴・幌担当）畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長
佐々木　直　敬 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長（鶴・幌担当）畜産生産部 家畜改良課家畜改良係
南　條　正　貴 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係
井　上　　　望 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係
辻　田　泰　貴 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係
竹　田　颯　斗 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係
渕　上　恵　以 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係
松　原　清　美 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長（音・白担当）白 糠 支 所 家畜改良課家畜改良係長
松　井　宏　篤 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長（音・白担当）白 糠 支 所 家畜改良課家畜改良係
行　田　祐　市 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（音・白担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係
位　下　光　広 畜産生産部 販売課長 畜産生産部 販売課長兼白糠支所販売課長
神　谷　　　治 畜産生産部 販売課販売係長（鶴・幌担当） 畜産生産部 販売課販売係長
阿　部　義　隆 畜産生産部 販売課販売係（鶴・幌担当） 畜産生産部 販売課販売係

小野寺　淳　子 畜産生産部 販売課販売係（鶴・幌担当）
兼家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当） 幌 呂 支 所 購買課資材係

西　川　　　健 畜産生産部 販売課販売係長（音・白担当） 白 糠 支 所 販売課販売係
林　　　稔　和 畜産生産部 販売課販売係（音・白担当） 白 糠 支 所 販売課販売係
若　狹　就　杜 畜産生産部 販売課販売係（音・白担当） 白 糠 支 所 販売課販売係
長　屋　英　俊 畜産生産部 販売課哺育育成センター係長 営 農 部 農業振興課哺育育成センター係長
小　田　綾　香 畜産生産部 販売課哺育育成センター係 営 農 部 農業振興課哺育育成センター係
田　中　正　則 畜産生産部 販売課幌呂育成牧場係 畜産生産部 牧場課幌呂育成牧場係
山　岸　教　平 畜産生産部 販売課幌呂育成牧場係 畜産生産部 牧場課幌呂育成牧場係
西　村　隆　志 購 買 部 部長 営 農 部 部長
金　森　重　彰 購 買 部 審査役 購 買 部 購買部長兼燃料課長
平　川　秀　樹 購 買 部 生産資材課鶴居店係長 購 買 部 生産資材課資材係
菊　地　　　仁 購 買 部 生産資材課鶴居店調査役兼生活課鶴居店調査役 購 買 部 生産資材課資材係調査役兼生活係調査役

泉　　　力　男 購 買 部 生産資材課幌呂店課長兼燃料課幌呂
給油所課長兼生活課幌呂店課長 幌 呂 支 所 購買課長

佐　藤　はるみ 購 買 部 生産資材課幌呂店係兼生活課幌呂店係 畜産生産部 販売課販売係兼家畜改良課家畜改良係
橘　田　壮　則 購 買 部 生産資材課白糠店係長 白 糠 支 所 購買課資材係長
廣　田　勇　海 購 買 部 生産資材課白糠店係 白 糠 支 所 購買課資材係
若　狭　幸　男 購 買 部 生産資材課音別店係長兼燃料課音別給油所係長 音 別 支 所 購買課資材係長兼燃料課音別給油所係長
池　田　雅　利 購 買 部 燃料課長 白 糠 支 所 購買課白糠給油所係長
田　村　貴　之 購 買 部 燃料課鶴居給油所係長 購 買 部 燃料課鶴居給油所係
堀　　　俊　夫 購 買 部 燃料課白糠給油所係長 購 買 部 燃料課鶴居給油所係
高　橋　　　卓 購 買 部 燃料課白糠給油所係 白 糠 支 所 購買課白糠給油所係
寺　澤　順　子 購 買 部 燃料課白糠給油所係 白 糠 支 所 購買課白糠給油所係
倉　内　佐知子 購 買 部 燃料課音別給油所係 音 別 支 所 燃料課音別給油所係
野々村　ゆか理 購 買 部 生活課鶴居店係 金融共済部 金融課金融係
鼻　和　健太郎 購 買 部 生活課鶴居店係 購 買 部 生活課生活係
坂　上　奨　真 購 買 部 生活課鶴居店係 購 買 部 生活課生活係
安　藤　資　章 購 買 部 生活課音別店係長 音 別 支 所 購買課生活係長
佐　藤　智　恵 購 買 部 生活課音別店係兼生産資材課音別店係 音 別 支 所 購買課生活係
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 牧草収穫作業がスタートし、７月に入り作業も大詰めを迎えております。私も６月
末、現地で収穫作業風景を広報誌用に撮影させて頂きました。変わりやすい天候が
続く中ではありましたが、各地域の作業形態のもと、良質粗飼料確保に向け全力で
作業する組合員・関係業者皆さんの姿がありました。当たり前のことではあります
が、良質粗飼料を確保できるかどうかが今後の生乳生産に直結してくる最重要ポイ
ントでもあります。４月の農作業安全祈願祭で誓った交通事故並びに農作業事故撲
滅を常に意識しつつ、事故なく農作業が進むことを切望致します。

■令和２年度 　生乳生産実績（5月）
月計乳量（kg） 5月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,849,713.3 100.2 17,302,140.9 100.4
鶴 居 地 区 3,394,810.2 101.8 6,619,615.1 101.9
幌 呂 地 区 2,379,154.6 101.7 4,649,585.2 102.0
白 糠 地 区 1,625,171.7 93.1 3,192,660.2 93.7
音 別 地 区 1,450,576.8 102.5 2,840,280.4 102.9

管 内 計 46,723,774.9 101.5 91,109,005.3 102.1
（前年度管内計） 46,024,020.2 89,210,665.2

理　事　会　報　告
5月定例理事会　令和２年５月29日（金）

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．４月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�ＪＡにおけるマネロンガイドラインとのギ

ャップ分析結果の報告について
６．決算状況について

�付議事項　�
議案第１号　�定款第53条第２項に規定する理事

の順位について
議案第２号　�専門委員会並びに関係団体等の委

員・役員の変更について
議案第３号　�退任理事に対する退職慰労金の支

給について
議案第４号　理事の報酬の配分について
議案第５号　�行政庁に提出する業務報告書及び

連結業務報告書について
議案第６号　�組合業務及び財産（連結含む）の

状況に関する情報開示について

議案第７号　�農協検査指摘事項に対する改善・
対応状況等の報告について

議案第８号　融資の承認について
議案第９号　�令和元年度畜産・酪農収益力強化整

備等特別対策事業の承認について
議案第１０号　機構改革の実施について
議案第１１号　諸規程の一部変更について
議案第１２号　�信用事業方法書（為替取引）の一

部変更について　　　
議案第１３号　固定資産の取得について

その他協議事項　�
１．�春季地区懇談会の中止に係る総会資料等の質
問・意見および第１４回通常総会における意見・
要望等について

２．�持続可能な北海道農業の確立に向けた組織討
議について

３．�令和３年度酪農畜産政策・価格対策に係るＪＡ
意見集約について

４．当面の業務日程について
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ＪＡくしろ丹頂ホームページ

さあ、消火訓練だ!! 消防士の指導のもと


